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一部変えていますが、基本的に「1983 年インドネシア皆既日食観測報告」からの転載です。

「チョット見インドネシア」

インドネシアへ日食を見に行こうと考えてから、テレビ・新聞等でインドネシアに関する情報が目に

付く様になった。それらによると、インドネシアは非常に蒸し暑く、コレラ、マラリアの恐れがあり、

車の運転は乱暴。さらに外国人が人身事故を起こしたなら、すぐに最寄りの警察に駆け込み保護しても

らえ、さもなくば群集に殺されるおそれ有り等々非常に恐い情報が氾濫し、イササカ行くのがイヤにな

った時期もあった。しかし断固行く。入国手続きに手間どる筈との話で覚悟していたところ、「スラマ

ット・マラム」（コンバンワ）で・係官もニコニコ、非常にスムーズ。着陸後一時間チヨットでホテル

の中。危ぶんでいたクーラーも立派に作動しており非常に快適、インドネシアは文明国だ。しかしここ

はジャカルタ、一国の首都ならば当然と気を引き締めて古都ジョクジャカルタへ。さすがにここのホテ

ル（ゲストハウス）は少々悪かった。しかし清潔で衛生的。ここで働く若いオバサンのにこやかな笑顔。

皆な親切。外へ出ればベチャ（輪タク）のオッサンが寄ってくる。雲助タクシー風に感じるが、実は全

然。市内見物のガイドもしてくれる。インドネシアが好きになってきた。

ところで今回、私の旅行目的は三つあった。先ず第一は日食。これは成功。抜群にキレイ。第二はボ

ロプドール遺跡見学。これも日食に先がけてすましてあった。仏教が世界宗教として北の日本へ来た同

時期、南のジャワに伝播した事を思う。

で実は問題の第三！いささか年がいも無く恥かしいのだが、バリ島でバイクに乗ってアチコチ見物に

回るという事。運転が乱暴で、万一人をはねたら逃げるのみという御国柄。この歳で大丈夫だろうかと、

自分の反射神経、運動神経を思いやる。しかしここでも断固やる。若い者（学生三名を含む）四人と中

年一人。計五台のバイクでバリ島ツーリングが始まった。時間と共に当地の運転事情が分かってきた。

確かに乱暴に見える運転も、実は互いに譲り合うという事をしている。信号の無い交叉点では気力で突

っ切り、根性のある方が勝つと考えていたが、実は全車徐行をしており、実にうまく行く。こちらの人

も仲々やるもんだと嬉しくなる。ただ犬が多く、フラフラ出てくるのにはまいった。以上で三つの目的

を全て達成する事ができた訳だが、今回の旅行には仕事とはいえ、広電観光の方には多大のお世話にな

り、また身内のことながら、Ｎ隊長には苦労を掛けっぱなしで本当に感謝しております。広電さん、Ｎ

隊長、そして現地の方々本当に有難うございました。

ここで話かわって真面目な問題をもう一つ。実はバリにはポン引きが多い。それも日本語を使う。と

いうことは日本人が、かなり彼等の世話になっていると見ざるを得まい．前大戦ではアジア太平洋地域

の人々に、相当の迷惑をかけたと聞く。又現在の日本経済進出。かてて加えて先の買春ツァ一問題。バ

リの海岸で、ホテルの電話で「バリの女性どうですか？」の声にふと考えた事である。







写真１カラー版

写真 2カラー版



巻頭写真カラー版

簡易ニューカーク法

1983年 6月 11日 4時 29分 12秒（UT）

キャノン F1、TS65P型（65mm f=500mm）

コダクローム 64

露出時間 1秒

（註）カラー版は 3枚共に古い写真をスキャナーで読み込んだもので、ゴミがついたりして少々見苦

しいのですがご容赦下さい。


